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最
近
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
和
泉
式
部
伝
の
再
検
討
の
試
み
が
な
ざ
れ
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
）

つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
藤
岡
忠
美
氏
の
提
起
さ
れ
た
和
泉
式
部
．
と
為
尊
親
・

王
と
の
恋
愛
関
係
に
つ
い
て
の
問
題
1
ご
人
の
恋
愛
が
従
来
い
わ
れ
て
き
た

よ
う
な
熱
烈
純
情
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
い
え
ば
こ
の
二
人
の

問
に
ば
ほ
ん
と
う
に
恋
愛
関
係
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
の
投
げ
か
け
は
、
、

波
及
す
る
と
こ
ろ
の
き
わ
め
て
多
い
重
大
な
閥
題
で
あ
る
。
和
泉
式
部
日
記
に

は
、
二
人
の
恋
は
明
確
な
既
成
事
実
と
し
て
語
ら
れ
、
和
泉
式
部
と
弟
宮
常
道

親
王
と
を
結
び
つ
け
る
き
っ
か
け
ど
も
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
人
の

恋
愛
関
係
を
疑
問
視
し
、
あ
る
い
は
否
定
す
る
こ
と
は
、
他
の
関
係
資
料
の
吟

味
の
枠
を
こ
え
て
、
藤
岡
氏
自
身
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
ひ
と
え
に
和

泉
式
部
日
記
の
読
み
取
り
の
問
題
と
か
か
わ
っ
て
来
ざ
る
を
え
な
い
。
藤
岡
氏

は
、
は
や
く
昭
和
二
五
年
に
出
た
河
出
書
房
版
の
日
本
文
学
講
座
第
二
巻
「
古

代
の
文
学
後
期
」
所
載
の
「
和
泉
式
部
」
と
い
う
作
家
研
究
の
中
で
、

 
 
 
和
泉
式
部
日
記
の
冒
頭
に
は
、
和
泉
と
老
輩
と
の
接
近
の
端
緒
が
述
べ

 
 
ら
れ
て
い
る
。
為
尊
親
王
を
喪
っ
た
和
泉
の
は
か
な
い
物
思
い
、
求
愛
の

 
 
使
者
小
舎
人
童
の
出
現
、
和
泉
と
宮
と
の
贈
答
歌
の
託
し
合
い
。

 
 
 
 
か
を
る
香
に
よ
そ
ふ
る
よ
り
は
ほ
と
と
ぎ
す
聞
か
ば
や
同
じ
声
や
し

 
 
 
 
た
る
と
（
和
泉
）

 
 
 
 
同
じ
枝
に
鳴
き
つ
つ
を
り
し
ほ
ど
と
ぎ
す
声
は
変
ら
ぬ
も
の
と
し
ら

 
 
 
 
ず
や
（
帥
宮
）

 
 
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
日
記
の
も
つ
虚
構
で
あ
ろ
う
。
一
名
「
物
語
」
と

 
 
滅
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

．
と
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
今
回
の
所
説
は
、
こ
う
し
た
作
品
把
握
の
延
長
線
上
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
は
活
発
な
作
品
論
の
応
酬
こ
そ
が
期

待
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
立
論
の
基
盤
の
一
つ
と
し
て
、
為

尊
親
王
の
生
涯
の
輪
郭
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ

ろ
う
。
私
は
こ
の
と
こ
ろ
黒
道
親
王
の
伝
記
に
つ
い
て
考
え
、
述
べ
る
こ
と
が

多
く
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
作
業
を
続
け
て
い
く
中
で
も
、
為
尊
親
王
に
つ
い

て
の
関
心
が
深
ま
ヴ
、
一
度
そ
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
忙
か

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
為
尊
親
王
の
伝
記
的
な
資
料
を
整
理
し
、
そ
の
人
と

な
り
や
生
き
方
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

一

為
書
親
王
伝
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
際
、
親
王
麗
去
の
二
日
後
に
藤
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原
行
成
の
書
い
た
略
伝
-
権
記
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
六
月
一
五
日
の
記
．

事
が
ま
ず
参
考
に
魯
る
。

 
 
年
廿
六
。
去
年
冬
十
月
受
・
下
之
後
、
数
月
懊
悩
、
奇
病
逝
去
給
。
親
王

 
 
冷
泉
院
太
上
皇
第
三
子
。
母
前
太
政
大
臣
第
一
娘
、
女
御
超
子
也
。
元
服

 
 
年
叙
二
三
品
「
。
後
任
二
弾
正
雪
。
天
暦
朝
拝
為
二
威
儀
一
、
叙
二
二
品
一
兼
二

 
 
太
宰
帥
一
、
遷
二
上
野
大
守
「
。
臨
類
病
甚
［
剃
髪
入
道
云
々
。

 
為
尊
親
王
が
冷
泉
院
の
第
三
皇
子
と
し
て
誕
生
し
た
の
は
、
没
年
齢
か
ら
逆

算
す
れ
ば
、
円
融
天
皇
の
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
母
は
藤

原
兼
家
の
長
女
超
子
で
あ
る
。
貞
元
二
年
と
い
え
ば
、
冷
泉
天
皇
の
時
代
に
目

ぎ
ま
レ
い
昇
進
を
続
け
、
右
大
将
に
な
っ
て
い
た
兼
家
が
、
兄
兼
通
と
の
抗
争

か
ら
関
白
を
目
前
に
し
て
、
兄
の
死
に
臨
ん
で
の
除
目
で
右
大
将
を
停
め
ら
れ

治
部
卿
に
遷
さ
れ
る
と
い
う
有
名
な
事
件
の
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
為
尊
親
王
の

誕
生
が
そ
の
除
目
の
行
わ
れ
た
一
〇
月
＝
日
よ
り
前
か
後
か
は
わ
か
ら
な
い

が
政
権
を
ま
だ
確
実
に
手
中
に
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
兼
家
に
と
っ
て
、
・
超

子
が
昨
年
の
居
貞
親
王
に
す
ぐ
続
け
て
皇
子
を
産
ん
だ
こ
と
は
非
常
に
頼
も
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
に
相
違
愈
い
。
ち
な
み
に
冷
泉
院
の
第
一
皇
子
鳳
、
兼
家
の

亡
き
画
賛
罪
の
女
懐
子
腹
の
師
貞
親
王
（
後
の
花
山
天
皇
）
一
〇
歳
で
、
東
宮

の
位
に
あ
っ
た
。

 
母
超
子
は
、
為
尊
親
王
五
歳
の
天
元
四
年
（
九
八
一
）
に
聞
道
親
王
を
産
み

翌
天
元
五
年
正
月
二
八
日
の
早
朝
に
急
逝
し
た
（
小
右
記
他
）
。
そ
の
突
然
の

死
は
、
父
冷
泉
院
の
狂
疾
と
共
に
藤
原
元
方
ら
の
悪
霊
の
な
せ
る
わ
ざ
と
考
え

ら
れ
た
（
栄
花
、
花
山
）
。
兼
家
は
超
子
に
先
立
た
れ
た
宮
詣
の
「
何
事
も
お

ぼ
し
た
ら
ぬ
を
い
と
ゴ
悲
し
う
お
ぼ
さ
れ
」
た
と
栄
花
物
語
は
記
し
て
い
る
が

二
歳
の
驚
愕
親
王
は
そ
の
と
お
り
だ
と
し
て
、
為
尊
親
王
は
六
歳
に
な
っ
て
い

た
か
ら
、
幼
児
な
り
の
悲
し
み
は
味
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
母
の
記
憶
は
お

ぼ
ろ
げ
な
が
ら
で
も
長
く
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
皇
尊
親
王
や
敦
道
親
王
が

非
常
な
美
貌
を
う
た
わ
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
甘
子
も
こ
の
心
な
く
美
し
い
人

 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

，
超
子
在
世
中
も
為
尊
親
王
た
ち
は
母
の
里
邸
東
三
条
院
に
あ
っ
た
ろ
う
が
、

母
の
亡
き
後
は
全
面
的
に
兼
家
の
庇
護
と
愛
情
を
受
け
、
甲
子
の
手
も
と
で
育

て
ら
れ
る
。
栄
花
物
語
（
花
山
）
に
は
、
、

 
 
〆
（
兼
家
ハ
）
院
の
女
御
の
御
の
ち
の
事
ど
も
し
果
て
さ
せ
給
て
、
つ
れ

 
 
み
＼
に
お
ぼ
さ
る
＼
ま
㌧
に
は
、
た
ゴ
こ
の
石
工
の
御
蔭
ひ
を
せ
さ
せ

 
 
給
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
上
P
八
六
）

と
あ
り
ハ
同
（
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
）
に
は
、
元
服
間
近
の
頃
の
こ
と
と
し

て
、

 
 
大
殿
は
、
院
の
女
御
の
御
台
御
子
達
三
所
を
、
皆
御
見
に
ふ
せ
奉
り
給
へ

 
 
る
を
、
二
宮
は
東
宮
に
居
さ
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
今
は
三
・
四
の
君
を
、
い

 
 
み
じ
き
も
の
に
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
へ
る
に
、
あ
る
が
中
に
東
宮
と
四
宮

 
 
を
ぞ
、
類
な
き
も
の
に
思
ひ
き
こ
え
給
へ
る
も
、
来
年
ば
か
り
御
元
服
は

 
 
と
思
し
め
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
P
一
〇
六
～
七
）

と
い
っ
た
記
し
方
を
す
る
。
兼
家
が
居
貞
親
王
と
三
道
親
王
を
特
に
愛
し
た
と

い
う
の
は
、
居
貞
が
最
初
の
孫
親
王
で
東
宮
で
あ
り
、
誘
導
親
王
が
末
の
孫
で

生
後
一
年
も
経
ず
し
て
母
を
喪
っ
た
こ
と
と
か
か
わ
り
が
あ
ろ
う
が
、
他
の
兄

弟
達
ど
の
比
較
は
と
も
か
く
、
為
尊
親
王
が
兼
家
に
よ
っ
て
大
切
に
育
て
ら
れ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

 
母
を
喪
っ
た
翌
年
の
永
観
元
年
（
九
八
三
）
、
八
月
一
六
日
に
は
、
八
歳
の
居

貞
親
王
と
七
歳
の
為
尊
親
王
の
読
書
始
が
行
わ
れ
、
左
孕
弁
菅
原
資
忠
（
更
級
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日
記
の
作
者
の
祖
父
）
を
博
士
と
し
て
痛
悼
孝
養
を
読
ん
だ
（
日
本
紀
略
）
。

「
上
皇
（
冷
泉
院
）
御
隠
南
亭
一
親
王
等
進
出
二
庭
中
一
拝
舞
」
と
奪
略
に
は
あ
り

場
所
は
兼
家
の
東
三
条
院
南
院
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

 
九
歳
に
な
っ
た
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
正
月
五
日
に
は
、
居
貞
．
正
道
両
親

王
と
共
に
、
懐
子
腹
の
異
母
姉
宗
子
内
親
王
を
飛
香
舎
に
訪
問
し
て
い
る
。
宗

子
内
親
王
は
時
に
二
二
歳
の
女
盛
り
で
、
前
年
即
位
し
た
兄
花
山
天
皇
か
ら
小

螺
鉦
細
剣
・
御
手
本
二
巻
・
高
麗
笛
一
管
が
贈
ら
れ
た
（
小
右
記
）
こ
と
と
共

に
、
少
年
の
心
に
強
烈
な
印
象
を
刻
み
つ
け
た
一
日
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し

こ
の
年
五
月
二
日
、
も
う
一
人
の
異
腹
の
姉
尊
子
内
親
王
が
二
〇
歳
で
亮
じ
（

小
右
記
）
、
翌
寛
和
二
年
六
月
に
は
花
山
天
皇
が
突
如
退
位
．
出
家
し
、
七
月

二
一
日
に
は
宗
子
内
親
王
も
麗
じ
て
し
ま
う
（
玉
無
）
。

 
永
柞
元
年
（
九
八
九
）
六
月
一
七
日
、
寺
家
は
延
暦
寺
に
上
り
、
翌
日
か
ら

八
壇
の
御
修
法
を
始
め
た
。
五
壇
は
自
分
の
料
で
、
あ
と
三
野
は
居
貞
．
為
重

・
敦
道
の
三
親
王
の
料
で
あ
っ
た
（
小
右
記
）
。
．
そ
し
て
こ
の
年
の
＝
月
二

一
日
、
一
三
歳
の
一
挙
親
王
は
い
願
い
よ
元
服
を
す
る
こ
之
に
な
る
。

 
 
今
日
冷
泉
院
三
宮
御
元
服
。
丁
田
南
院
東
台
一
捻
此
事
｝
。
，
 
（
小
右
記
）

 
 
冷
泉
院
上
皇
第
三
為
尊
親
王
、
馬
爪
摂
政
二
条
第
｛
加
三
兀
服
一
。
，
（
下
略
）

 
元
服
の
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
小
右
記
と
紀
略
と
で
は
相
違
が
あ
る
が
、
．

元
服
の
儀
に
参
席
し
た
実
資
の
小
右
記
の
記
述
が
正
確
な
は
ず
で
あ
る
。
東
三

条
院
の
南
院
の
東
対
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
r
左
大
臣
雅
信
、
右
大
臣
為
光

内
大
臣
道
隆
以
下
「
公
卿
皆
悉
」
参
会
し
、
実
法
は
、
中
納
言
源
保
光
．
源
誤

電
、
左
兵
墨
壷
源
時
中
な
ど
と
連
れ
だ
っ
て
参
っ
て
い
る
。
理
髪
を
参
議
佐
理

が
つ
と
め
、
左
大
臣
雅
信
が
加
冠
。
盃
酌
寡
慾
の
後
、
漁
家
か
ら
公
卿
．
殿
上

人
そ
の
他
階
に
応
じ
て
被
け
物
が
あ
っ
た
。
加
冠
役
の
雅
信
に
は
馬
二
疋
、
右

弾
正
宮
為
尊
親
三
三
三

大
臣
眼
光
に
は
馬
一
疋
、
理
髪
の
佐
理
に
は
鷹
と
い
っ
た
引
出
物
が
あ
り
、
実

に
盛
大
豪
華
な
元
服
の
儀
で
あ
っ
た
。
な
お
元
服
前
後
の
為
尊
親
王
に
つ
い
て

大
鏡
兼
家
伝
が
、

 
 
弾
正
罪
の
宮
の
、
童
に
お
は
し
ま
し
し
時
、
御
か
た
ち
の
う
つ
く
し
げ
ざ

 
 
は
、
は
か
り
も
知
ら
ず
、
か
か
や
く
と
こ
そ
は
見
え
さ
せ
た
ま
ひ
し
か
ふ

 
 
御
元
服
お
と
り
の
こ
と
の
ほ
か
に
せ
さ
せ
た
ま
ひ
に
し
を
や
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日
本
古
典
文
学
全
集
本
P
二
三
八
）

と
記
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

 
翌
二
二
日
の
灯
と
も
し
ご
ろ
、
実
資
は
摂
政
塗
家
の
命
を
受
け
て
そ
の
邸
を

訪
う
て
い
る
。
為
尊
親
王
が
冷
泉
上
皇
に
元
服
の
報
告
を
し
に
行
く
お
供
の
た

め
で
あ
る
。
黄
衣
を
着
た
親
王
は
唐
車
に
乗
り
、
兼
家
は
狩
袴
姿
で
徒
歩
で
従

い
、
内
大
臣
道
隆
、
中
納
言
源
保
光
．
・
伊
防
、
右
衛
門
督
道
長
、
春
宮
大
夫
朝
光

そ
の
他
多
く
の
公
卿
が
同
じ
く
徒
歩
で
お
供
を
し
て
い
る
。
小
右
記
の
文
面
に

は
、
成
人
を
迎
え
た
親
王
へ
の
八
家
の
肩
入
れ
ぶ
り
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

 
＝
一
月
二
日
、
為
尊
親
王
は
元
服
後
初
め
て
参
内
し
た
。
ま
た
小
右
記
に
よ

っ
て
記
す
が
、
兼
家
の
命
に
よ
っ
て
諸
卿
1
こ
の
年
の
公
卿
補
任
に
名
の
見

え
る
上
達
部
の
ほ
と
ん
ゼ
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
多
く
の
名
を
実
直
は
記
す
ー
ー

は
ま
ず
兼
家
邸
に
参
会
し
、
饗
隈
の
あ
っ
た
後
、
車
を
列
ね
て
、
兼
家
と
同
車

し
て
参
内
す
る
親
王
の
お
供
を
し
て
参
内
し
た
。
こ
こ
で
親
王
は
四
品
に
叙
さ

れ
、
帯
剣
を
許
さ
れ
て
い
る
。
時
に
主
上
（
一
条
天
皇
）
は
ま
だ
一
〇
歳
。
兼

家
の
女
で
円
融
院
の
后
の
詮
子
の
所
生
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
ば
兼
家
の
脚
本

・
演
出
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
四
品
に
叙
さ
れ
る
の
も
、
帯
剣
を
勅
許
さ
れ
る
の

も
一
応
慣
例
で
は
あ
る
が
、
兼
家
は
そ
れ
を
思
い
つ
き
り
派
手
に
演
出
し
て
い

る
。
事
終
え
て
為
尊
親
王
は
ま
ず
皇
太
后
宮
詮
子
を
訪
う
た
。
，
よ
う
て
び
申
し
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、
の
た
め
だ
が
、
拝
礼
の
後
「
被
・
参
二
簾
中
一
」
と
実
資
が
記
し
て
い
る
の
は
注

 
目
さ
れ
る
。
詮
子
は
超
子
亡
き
後
為
尊
親
王
や
敦
道
親
王
の
母
親
代
わ
り
的
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

 
役
を
果
た
し
た
人
な
の
で
あ
ろ
う
。
為
尊
親
王
に
つ
い
て
の
史
料
は
あ
ま
り
多

 
く
は
な
い
が
、
そ
の
中
で
、
親
王
と
詮
子
と
の
係
わ
り
を
示
す
も
の
は
い
く
つ

 
か
あ
る
。
ず
っ
と
後
の
年
だ
が
、
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
正
月
五
日
、
親
王

 
は
東
三
条
院
詮
子
の
修
正
月
に
参
じ
て
、
修
正
三
等
に
非
時
を
給
い
、
上
達
部

 
・
殿
上
人
に
は
い
さ
さ
か
の
酒
盗
を
も
う
け
て
い
る
（
権
記
）
し
A
詮
子
の
病

 
の
折
に
敦
道
親
王
と
共
に
献
身
的
に
奉
仕
し
た
こ
と
が
、
栄
花
物
語
（
と
り
べ

 
野
）
に
見
え
る
。
話
を
＝
一
月
二
日
に
戻
す
と
、
そ
の
後
親
王
は
東
宮
（
志
野

 
貞
親
王
）
と
冷
泉
院
と
を
歴
訪
し
た
。

 
 
為
尊
親
王
が
い
つ
弾
正
雰
に
任
ぜ
ら
れ
た
か
は
ま
だ
明
ち
か
に
し
え
な
い
。
■

 
永
柞
元
年
当
時
弾
正
罪
の
官
に
あ
っ
た
の
は
醍
醐
天
皇
の
皇
子
章
明
親
王
で
あ

 
つ
た
。
章
章
親
王
は
翌
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
九
月
二
二
日
に
観
じ
る
が
、
紀

 
略
の
そ
の
月
の
条
に
コ
一
品
弾
正
弄
西
明
親
王
麗
」
と
あ
り
、
小
右
記
の
．
＝

 
月
七
日
の
条
に
は
「
明
日
宇
戸
紀
寺
一
可
レ
被
・
修
二
故
弾
正
親
王
七
々
法
事
こ
と

 
見
え
、
章
明
親
王
は
弾
正
罪
の
官
に
あ
る
ま
ま
で
亮
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
方

 
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
正
月
一
日
の
単
記
に
「
弾
正
勇
為
尊
親
王
」
と
見
え
、

 
こ
の
日
の
小
右
記
も
「
親
王
濠
端
」
に
「
弾
男
」
と
注
記
し
て
い
る
。
し
た
が

 
っ
て
弾
正
弄
任
官
は
正
暦
元
年
九
月
二
三
日
か
ら
正
暦
三
年
一
二
月
末
日
ま
で

 
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
 
正
暦
元
年
七
月
二
日
、
兼
家
が
六
二
歳
で
亮
じ
た
。
為
尊
親
王
は
元
服
後
半

 
年
あ
ま
り
で
、
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
祖
父
を
喪
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

 
為
書
親
王
た
ち
は
以
後
兼
家
の
長
子
道
隆
の
庇
護
を
受
け
て
生
活
す
る
こ
と
に

 
な
る
。

二

 
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
、
為
尊
親
王
は
一
七
歳
。
こ
の
年
は
為
尊
親
王
に
つ

い
て
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
ま
ず
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
年
正
月
一
日
に
為
尊
親
王
が
．

朝
拝
の
威
儀
を
つ
と
め
、
二
晶
に
叙
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
註
記
に
は

 
 
威
儀
（
弾
正
弄
為
尊
親
王
、
宰
相
中
将
道
綱
）

と
あ
り
（
か
っ
こ
内
の
字
句
は
原
文
で
は
割
注
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
こ

の
よ
う
な
形
で
示
し
た
。
以
下
も
漢
文
日
記
の
引
用
で
か
っ
こ
に
入
れ
た
も
の

は
す
べ
て
割
注
で
あ
る
）
、
小
右
記
に
は
、

 
 
左
親
王
為
尊
（
弾
弄
）
、
尊
書
二
二
品
一
云
。
 
（
未
レ
得
二
戦
意
一
）
。
右
親

 
 
〔
具
力
〕

 
 
王
永
平
（
中
務
卿
）
被
レ
申
レ
黒
影
以
二
宰
相
申
将
一
為
二
其
代
一
云
々
。

と
あ
る
。
権
記
の
こ
の
日
の
条
に
は
叙
二
品
の
記
事
は
な
い
が
、
最
初
に
引
用

し
て
お
い
た
略
伝
に
、
 
「
天
暦
朝
拝
為
二
威
儀
一
、
叙
三
一
品
「
兼
ユ
太
宰
帥
…
」

と
あ
る
の
が
、
「
叙
二
品
」
ま
で
は
こ
の
日
の
こ
と
で
、
「
天
．
暦
」
は
「
正
暦
」

 
 
へ

の
誤
り
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
日
に
威
儀
を
つ
と
め
た
賞
と
し
て
、
太
宰
帥
を
も

兼
ね
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
年
の
三
月
九
時
に
は
半
道
親
王
が
小
除
目
で
太

宰
帥
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
任
官
で
、
正
月
九
日
か
ら
＝
二

日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
除
目
で
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
除
目
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
小
右
記
・
旧
記
と
も
、
そ
の
こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
ず
、
疑
問
は
残
る
。
た

だ
、
為
尊
親
王
の
後
年
の
世
話
役
と
い
っ
た
存
在
で
、
き
わ
め
て
親
し
い
行
成

の
記
述
は
信
じ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
前
後
に
親
王
は
太
宰
帥
を

兼
ね
た
こ
と
は
確
か
で
、
敦
道
親
王
が
太
宰
帥
に
任
官
さ
れ
た
折
に
上
野
太
守

に
遷
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
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勲
記
の
略
伝
に
、
「
元
服
年
玉
二
三
品
こ
と
あ
る
。
初
参
内
で
の
叙
品
は
四

品
で
、
こ
の
記
述
は
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
の
正
月
に
二
階
を
進
め
ら
れ
た
と
考

え
る
の
は
無
理
で
、
そ
れ
ま
で
に
三
品
に
は
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
何
に
し
て
も
、
威
儀
を
つ
と
め
た
と
い
う
程
度
で
一
七
歳
の
親
王
が
二
品
に

叙
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
異
常
で
あ
っ
た
。
実
資
が
そ
の
日
記
に
「
未
レ
得
二

其
意
一
」
と
記
し
た
の
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
時
右
の
威
儀

役
と
し
て
最
初
候
補
に
上
っ
た
と
見
ら
れ
る
具
平
親
王
は
、
村
上
天
皇
の
皇
子

で
後
に
後
中
書
王
と
称
さ
れ
、
文
名
令
望
共
に
高
か
っ
た
人
だ
が
、
二
品
に
叙

さ
れ
た
の
は
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
四
月
ご
六
日
の
内
裏
詩
宴
の
折
で
（
御

堂
関
白
記
）
、
時
に
四
四
歳
で
あ
っ
た
。

 
二
品
弾
正
ヂ
兼
太
宰
煮
干
尊
親
王
。
1
一
七
歳
の
親
王
と
し
て
は
ま
さ
に

赫
々
た
る
肩
書
で
あ
り
、
異
例
な
厚
い
所
遇
で
あ
っ
た
。
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ

は
、
一
般
論
的
に
い
っ
て
も
、
そ
の
人
の
人
と
な
り
や
実
力
・
名
望
に
つ
い
て

冠
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
為
尊
親
王
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
親
王
を
庇
護
し
、

あ
る
い
は
掌
握
し
て
い
た
関
白
道
隆
の
、
親
王
に
対
す
る
熱
意
・
期
待
の
反
映

と
し
て
考
え
る
の
が
ま
ず
常
識
的
で
あ
ろ
う
。
道
隆
は
す
で
に
長
女
定
子
を
デ

条
．
天
皇
の
後
宮
に
納
れ
、
中
宮
に
立
て
て
い
た
が
、
ま
だ
皇
子
は
産
ん
で
い
な

．
い
。
正
暦
四
年
の
正
月
で
、
定
子
の
一
八
歳
に
対
し
て
天
皇
は
一
四
歳
を
迎
え

た
ば
か
り
で
、
そ
う
近
々
に
皇
子
の
誕
生
は
望
め
そ
う
も
な
い
。
と
な
れ
ば
、

天
皇
や
東
宮
に
事
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
自
分
の
手
中
に
あ
る
為
尊
・
敦

道
両
親
王
を
大
切
に
遇
す
る
理
由
は
わ
か
る
。
二
人
の
親
王
は
道
隆
に
と
っ
て

き
わ
め
て
利
用
価
値
の
高
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
元
服
や
初
参
内
の
折
の

三
家
の
あ
の
熱
の
入
れ
方
の
延
長
と
し
て
こ
の
日
の
こ
之
を
把
え
る
の
が
、
一
，

応
の
す
じ
で
あ
ろ
う
。

弾
正
宮
為
尊
親
王
伝
考

、

 
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
叙
二
品
と
い
う
の
は
異
様
で
あ
る
。
威
儀
の
役

を
充
て
た
の
は
、
二
品
に
叙
す
る
た
め
の
口
実
で
あ
ろ
う
が
、
朝
拝
の
威
儀
を

つ
と
め
る
こ
と
が
、
位
階
を
進
め
る
に
値
す
る
か
ど
う
か
。
具
平
親
王
（
小
右

記
に
は
永
平
親
王
と
あ
る
が
、
永
平
親
王
は
五
年
も
前
の
永
延
ご
年
一
〇
月
一

三
日
に
麗
じ
た
こ
と
が
日
本
紀
略
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
か
ら
、
大
日
本
古
記
録

の
校
訂
者
の
注
す
る
よ
う
に
具
平
親
王
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
が
右
の
威
儀
の
候

補
に
充
て
ら
れ
な
が
ち
、
障
り
が
あ
る
と
称
し
て
辞
退
し
て
い
る
の
も
、
具
平

親
王
に
は
、
最
初
か
ら
こ
の
日
の
道
隆
の
ね
ら
い
が
予
測
で
き
て
い
て
、
不
快

で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
．
「
被
申
障
」
か
ら
具
平
親
王
の
穏
や
か
な

ら
ざ
る
心
情
を
付
度
す
る
の
は
そ
う
無
理
な
解
釈
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
ま
で
、

」
元
服
・
初
参
内
・
朝
拝
の
威
儀
（
叙
二
品
）
と
い
う
事
例
を
通
し
て
、
摂
関
家

か
ら
ぎ
わ
め
て
厚
く
遇
さ
れ
、
期
待
さ
れ
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
ラ
イ
ト
を
あ
び

せ
ら
れ
て
い
る
旗
門
親
王
の
姿
を
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
期
待
さ
れ

る
人
間
像
的
な
姿
は
、
こ
れ
を
最
後
に
諸
史
料
か
ら
姿
を
消
し
、
こ
の
年
あ
た

り
か
ら
、
摂
関
家
の
期
待
の
枠
外
に
出
た
、
好
色
者
と
し
て
の
弾
正
盛
事
尊
親

王
の
姿
が
登
場
し
て
来
る
ご
と
で
あ
る
。

 
ま
ず
そ
の
妃
が
問
題
に
な
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
為
尊
親
王
が
二
品
に
叙
さ
れ
た
す
こ
し
後
の
二
月
二
二
日
、
弟
の
敦
道
親
王

が
東
三
条
院
南
院
の
東
対
で
元
服
し
た
が
、
そ
の
夜
同
じ
東
三
条
指
南
院
の
寝

殿
で
道
隆
は
二
・
三
・
四
の
君
の
裳
着
の
儀
を
行
っ
て
い
る
（
小
右
記
）
。
そ
し

て
お
そ
ら
く
は
あ
年
の
内
に
敦
道
親
王
と
三
の
君
繕
撰
し
た
の
で
あ
麓

 
 
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
正
月
二
五
日
、
長
女
定
子
入
内
（
権
繋
累
）
。

 
 
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
中
、
三
女
、
敦
道
親
王
に
嫁
す
。

、
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・

 
 
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
正
月
一
九
日
、
次
女
原
子
東
宮
に
入
る
（
小
右
記

 
 
 
他
）
。

と
列
記
し
て
み
る
と
、
道
隆
の
血
道
親
王
に
対
す
る
期
待
の
ほ
ど
が
よ
く
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。
時
に
敦
道
親
王
一
三
歳
、
三
の
君
は
一
二
歳
く
ら
い
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。

 
そ
れ
で
は
為
尊
親
王
の
妃
に
は
い
つ
、
だ
れ
が
な
っ
た
か
。

 
三
尊
親
王
の
妃
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
清
算
の
兄
伊
．
罪
の
九
の
君
で

あ
る
。
母
は
醍
醐
天
皇
の
皇
子
代
明
天
皇
の
女
の
恵
子
女
王
で
あ
る
か
ら
、
血

筋
は
よ
い
。
し
か
し
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
結
婚
の
い
き
さ
つ
で
あ
る
。

 
栄
花
物
語
（
み
は
て
ぬ
ゆ
め
）
は
伊
ヂ
の
九
の
君
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

記
し
は
じ
め
る
。

 
 
一
条
の
摂
政
の
大
上
は
、
九
の
御
方
と
も
に
東
の
院
に
住
ま
せ
給
ひ
て
、

 
 
こ
の
院
（
花
山
院
）
を
「
い
か
で
見
奉
ら
ん
」
と
お
ぼ
し
け
れ
ど
、
た
ゴ

 
 
今
の
御
有
様
、
さ
や
う
に
里
な
ど
に
出
で
さ
せ
給
べ
う
も
あ
ら
ず
な
ん
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
（
P
＝
二
〇
）

 
恵
子
女
王
は
花
山
院
の
外
祖
母
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
「
い
か
で
見
奉
ら

ん
」
と
い
う
の
ば
、
女
の
九
の
君
と
結
婚
さ
せ
た
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
「
祖

母
と
し
て
の
感
情
表
現
な
の
だ
が
、
花
山
院
は
い
っ
か
九
の
君
に
通
う
よ
う
に

な
る
。

 
 
か
～
る
程
に
、
花
山
院
、
東
の
院
の
九
の
御
方
に
あ
か
ら
さ
ま
に
お
は
し

 
 
け
る
程
に
、
や
が
て
院
の
御
乳
母
の
女
中
務
と
い
ひ
て
、
明
暮
御
覧
ぜ
し

 
 
中
に
、
何
と
も
お
ぼ
し
御
覧
ぜ
ざ
り
け
る
、
い
か
な
る
御
駕
に
か
あ
り
け

 
 
ん
、
こ
れ
を
召
し
て
御
足
な
ど
打
た
せ
さ
せ
給
け
る
程
に
、
む
つ
ま
じ
う

 
 
な
ら
せ
給
て
、
お
ぼ
し
移
り
て
、
寺
へ
も
帰
ら
せ
給
は
で
、
つ
く
み
＼
と

 
 
日
頃
を
過
さ
せ
給
。
 
（
中
略
）
い
と
ゴ
御
里
住
心
安
く
ひ
た
ぶ
る
に
お
ぼ

 
 
さ
れ
て
、
東
の
院
の
北
な
る
所
に
お
は
し
ま
し
所
造
ら
せ
給
ふ
。
か
く
て

 
 
お
は
し
ま
す
も
、
さ
す
が
に
甘
へ
い
た
く
や
お
ぼ
さ
れ
け
ん
、
我
御
は
ら

 
 
か
ら
の
弾
正
宮
を
語
ら
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
て
、
こ
の
九
の
御
方
に
靖
ど
り

 
 
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
。
「
悪
し
か
ら
ぬ
事
な
り
」
と
て
、
宮
お
は
し
通
は
せ

 
 
給
ふ
。
九
の
御
方
、
年
月
い
み
じ
き
御
道
心
に
て
、
法
花
経
二
一
二
千
部
と

 
 
読
ま
せ
給
て
、
た
ゴ
明
暮
の
御
行
ひ
を
、
中
く
よ
う
つ
お
ぽ
さ
る
べ

 
 
し
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
P
＝
二
五
～
六
）

 
，
引
用
部
分
の
最
初
の
方
は
な
か
な
か
読
み
取
り
方
が
む
ず
か
し
い
。
「
あ
か

ら
さ
ま
に
お
は
し
け
る
」
の
解
に
は
説
も
分
か
れ
る
が
、
今
井
源
衛
氏
の
詳
細

 
 
（
5
）

な
分
析
や
松
村
博
司
氏
の
栄
花
物
語
全
注
釈
に
よ
っ
て
現
在
は
共
通
理
解
が
出

来
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
九
の
君
に
は
最
初
花
山
院
が
通
っ
て
お
ら
れ
た
が

九
の
君
に
仕
え
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
、
院
の
乳
母
の
女
の
中
務
に
愛
情
が
移

り
、
異
母
弟
の
弾
正
宮
を
九
の
君
に
通
わ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
井
氏
に

よ
れ
ば
、
花
山
院
は
正
暦
三
年
春
よ
り
数
ヵ
月
間
熊
野
に
滞
在
し
、
八
月
以

前
に
帰
京
し
て
い
た
。
東
院
に
住
ん
だ
の
は
そ
の
後
で
、
九
の
君
に
鞭
は
じ

め
た
時
期
を
、
正
暦
四
年
に
な
っ
た
頃
か
ら
か
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
九
の

君
の
志
恵
子
女
王
は
正
暦
三
年
九
月
二
七
に
卒
し
て
お
り
（
小
右
記
目
録
一
二

他
）
二
人
の
関
係
が
生
じ
た
の
は
そ
れ
以
後
と
考
え
る
べ
き
で
、
正
暦
三
年
末

か
四
年
の
初
め
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
母
の
卒
去
に
動
揺
し
て
い
る
九
の

君
を
院
が
見
舞
い
、
な
ぐ
さ
め
る
よ
う
な
中
で
こ
の
二
人
は
結
ば
れ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

 
で
は
為
尊
親
王
が
九
の
君
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
の
ば
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
十
巻
本
類
聚
歌
合
所
収
の
華
山
院
東
院
歌
合
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〆

■

の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
序
に
は
、

 
 
御
門
入
道
し
お
は
し
ま
し
て
の
ち
、
東
院
に
お
は
し
ま
し
け
る
こ
ろ
、
弾

 
 
正
宮
上
と
二
所
住
ま
せ
給
け
る
に
Y
詠
ま
せ
て
合
は
せ
さ
せ
給
け
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
平
安
朝
歌
合
大
成
P
六
五
五
）

と
あ
り
、
そ
の
一
番
は
、

 
 
 
 
 
郭
公

 
 
 
 
 
 
左
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
弾
正
宮
上

．
 
五
月
雨
に
ま
だ
な
ら
ず
と
も
時
鳥
う
ち
と
け
て
嶋
け
夜
半
の
一
声

 
 
 
 
 
 
右
 
 
 
 
 
，
，
 
 
 
 
 
 
 
花
山
院

 
 
声
聞
か
で
過
ぐ
せ
る
年
は
な
き
も
の
を
な
ほ
め
づ
ら
し
き
時
鳥
か
な

と
い
う
も
の
で
、
「
弾
正
宮
上
」
の
歌
は
他
に
な
お
三
首
あ
る
。
こ
の
歌
合
が

行
わ
れ
た
の
は
歌
題
か
ら
し
て
夏
で
、
今
井
氏
が
正
暦
四
年
夏
と
さ
れ
た
の
に

従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
に
弾
正
宮
上
と
あ
る
も
の
の
、
「
お
そ
ら

く
、
こ
れ
は
彼
女
が
為
尊
室
に
移
っ
て
か
ヶ
の
記
述
で
、
こ
の
時
は
帰
京
後
ま

も
な
く
な
お
院
の
室
で
あ
っ
た
こ
ろ
と
思
わ
れ
」
る
と
さ
れ
る
今
井
説
の
正
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
7
）

い
こ
と
は
、
す
で
に
詳
述
し
た
こ
と
が
あ
る
。
弾
，
正
宮
が
九
の
君
に
通
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
正
．
暦
四
年
以
後
で
あ
ろ
う
。
松
村
組
は
全
注
釈
で
、
院
が
中
務

と
（
こ
の
あ
と
同
時
に
寵
を
受
け
た
こ
と
を
栄
花
が
記
し
て
い
る
）
そ
の
女
母

子
と
の
関
係
が
生
じ
た
の
は
、
二
人
が
産
ん
だ
御
子
の
年
齢
か
ら
長
徳
初
年
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
年
1
1
九
九
五
）
以
前
で
は
な
い
ら
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
と
す
れ
ば
、
為
尊

親
王
と
九
の
君
の
関
係
も
、
一
九
歳
の
長
徳
元
年
以
後
と
な
る
が
、
院
と
中
務

母
子
の
情
交
の
始
ま
り
ど
妊
娠
・
出
産
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
時
聞
が
あ
っ
た
か

は
不
明
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
は
い
い
き
れ
な
い
。

 
伊
罪
の
九
の
君
に
通
う
前
に
、
為
尊
親
主
が
し
か
る
べ
き
妻
を
も
っ
て
い
た

弾
正
宮
為
尊
親
王
伝
考

と
考
え
ら
れ
る
資
料
は
な
い
。
元
服
後
四
年
に
し
て
貴
族
の
女
を
妃
と
し
て
お

ら
ず
、
や
が
て
得
た
妃
は
、
花
山
院
の
仲
立
ち
で
、
花
山
院
と
情
交
の
あ
っ
た

伊
罪
の
九
の
君
で
あ
っ
た
。
九
の
君
は
、
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
八
月
一
日

宮
の
七
々
忌
の
法
事
の
あ
と
尼
と
な
っ
た
と
き
の
年
齢
を
史
料
大
成
本
の
権
記

は
「
廿
一
こ
と
し
て
い
る
が
内
伊
罪
は
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
の
麗
去
だ
か

ら
、
こ
れ
で
は
死
後
九
年
め
の
出
生
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
「
珊
二
」

 
 
 
 
 
 
（
8
）

の
誤
り
と
見
ら
れ
、
為
尊
親
王
よ
り
六
歳
の
年
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
伊

罪
の
家
の
後
継
者
は
伊
罪
の
長
子
義
孝
の
子
行
成
で
、
九
の
君
に
婿
ど
ら
れ
る

'
こ
と
は
3
そ
の
後
見
下
に
は
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
行
成
は
正
暦
四
年

の
時
点
で
ほ
左
兵
衛
権
佐
・
備
後
権
介
な
ど
を
歴
任
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
程

度
で
、
そ
の
年
の
九
月
に
や
っ
と
従
四
位
下
に
な
っ
て
い
る
（
公
卿
補
任
長
保

三
年
来
）
小
貴
族
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
煙
道
親
王
の
結
婚
と
く
ら
べ
る
と
社
会

的
条
件
に
は
格
段
の
差
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
兼

家
は
連
子
の
子
ど
も
達
の
中
で
は
東
宮
（
居
貞
）
と
敦
道
親
王
と
を
最
も
愛
し

た
と
い
わ
れ
一
族
内
で
の
評
価
が
敦
道
親
王
よ
り
も
低
か
っ
た
た
め
と
解
せ
ば

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け
で
は
二
品
弾
正
勇
兼
太
宰
帥
と
い
う
官
位
面

で
の
異
例
の
厚
遇
は
疑
問
で
あ
る
。

 
栄
花
物
語
は
、
為
尊
親
王
と
九
の
君
と
が
結
ば
れ
た
記
事
に
す
ぐ
続
け
て
次

の
よ
う
に
記
す
。

 
 
弾
正
互
い
み
じ
う
工
め
か
し
う
お
は
し
ま
し
て
、
知
る
知
ら
ぬ
分
か
ぬ
御

 
 
心
な
り
。
世
の
中
の
虚
し
き
頃
、
夜
夜
中
分
か
ぬ
御
あ
り
き
い
と
う
し
ろ

 
 
め
た
げ
な
り
。
お
は
し
ま
す
所
の
御
簾
の
帽
額
の
破
れ
た
れ
ば
、
宮
「
検

 
 
非
違
使
に
あ
ひ
た
る
御
簾
の
縁
か
な
」
と
宣
は
す
れ
ば
、
院
「
さ
れ
ど
弾

 
 
正
に
こ
そ
あ
ひ
て
侍
れ
」
な
ど
宣
は
す
る
も
お
か
し
。
 
（
P
一
三
六
）
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、



'

 
院
が
熊
野
か
ら
帰
っ
て
東
院
に
住
ん
だ
頃
か
ら
、
弾
正
宮
は
こ
の
よ
う
な
形

で
し
ぼ
し
ば
そ
こ
に
出
入
り
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
気
が
ね
の

な
い
親
し
い
交
情
の
中
か
ら
こ
そ
、
伊
ヂ
の
九
の
君
を
宮
に
ゆ
ず
ろ
う
と
い

う
、
院
の
奇
妙
な
発
想
は
生
ま
れ
え
た
で
あ
ろ
う
。
「
知
る
知
ら
ぬ
分
か
ぬ
御

心
」
も
「
夜
夜
中
分
か
ぬ
御
あ
り
き
」
も
＝
二
、
四
歳
の
頃
の
ζ
と
と
は
思
え

な
い
。
為
尊
親
王
は
花
山
院
に
親
し
み
出
し
た
頃
か
ら
、
そ
の
影
響
も
あ
う
て

好
色
の
行
為
が
多
く
な
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
引
用
し
た
花
山
院
と
の

秀
句
の
応
酬
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
栄
花
は
九
の
君
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
後
に

記
し
て
は
い
る
が
、
為
尊
親
王
が
ま
だ
九
の
君
と
結
ば
れ
る
以
前
、
し
ば
し
ば

、
花
山
院
を
訪
れ
、
行
動
を
共
に
し
て
い
た
時
期
の
も
の
の
よ
う
に
わ
た
《
し
に

は
読
め
る
。
正
暦
四
年
も
疫
病
が
流
行
し
た
こ
と
は
紀
略
や
扶
桑
略
記
な
ど
に

見
え
、
．
「
「
世
の
中
慰
し
き
頃
」
と
も
矛
盾
は
し
な
い
。
写
経
親
王
が
二
品
に
叙

さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
太
宰
帥
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
摂
関
家
の
手
中
か
ら
去
ろ

う
と
し
か
け
て
い
る
為
尊
親
王
を
な
お
も
し
っ
か
り
と
掌
握
し
て
お
き
た
い
と

い
う
、
道
隆
の
思
い
が
な
さ
せ
た
一
種
の
引
き
止
め
の
策
1
え
さ
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
中
務
宮
も
そ
こ
ま
で
見
ぬ
い
て
共
に
威
儀
役
と
な
る
の
を
拒
'

標
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
し
か
し
、
二
尊
親
王
は
、
花
山
院
の
仲
立
ち
し
た
九
の
君
と
の
結
婚
を
よ
し

と
し
、
結
婚
成
立
後
間
も
な
く
そ
れ
ま
で
育
て
ら
れ
て
来
た
道
隆
邸
を
出
て
、

、
東
男
に
住
ん
だ
。
道
隆
邸
に
あ
れ
ば
、
や
が
て
は
し
か
る
べ
き
道
隆
一
族
の
女

が
与
え
ら
れ
、
皇
位
へ
の
道
も
な
お
開
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
花
山
院
の

仲
立
ち
を
承
引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
為
尊
親
王
は
摂
関
家
の
期
待
の
枠
外
に

お
の
が
身
を
立
た
せ
た
こ
と
に
な
る
。
為
尊
親
王
は
積
極
的
に
自
分
の
将
来
の

運
命
を
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。
皇
位
を
去
っ
て
自
由
に
生
き
る
九
歳
年
長
の

異
母
兄
花
山
院
の
生
き
方
に
共
感
し
、
影
響
を
受
け
て
の
選
択
で
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
℃

三

 
伊
弄
の
九
の
君
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
、
為
尊
親
王
は
東
院
に
住
む
こ
と
と
な

っ
た
。
東
灘
は
、
厨
芥
抄
の
唱
名
所
部
第
ご
十
の
華
山
院
の
条
に
、

 
 
近
衛
南
東
洞
院
東
一
町
、
本
名
東
一
条
家
云
云
、
式
部
卿
貞
保
親
王
家
、

 
 
貞
信
公
伝
領
実
着
、
小
一
条
直
轄
号
二
之
東
ノ
家
一
．
、
九
条
殿
令
二
給
外
家

 
 
一
＝
ア
冷
泉
院
此
所
ニ
テ
立
坊
一
、
花
山
院
伝
領
之
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
名
称
の
由
来
、
位
置
、
伝
信
者
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。
九

条
家
本
延
喜
式
四
七
の
紙
背
の
左
京
図
に
は
、
拾
芥
抄
の
示
す
場
所
に
「
華
山

院
殿
」
と
記
さ
れ
、
近
衛
大
路
を
隔
て
て
北
に
「
華
山
院
別
当
」
と
あ
る
。
伊

弄
の
死
後
恵
子
女
王
と
九
の
君
の
住
ん
で
い
た
こ
と
は
前
引
の
栄
花
物
語
の
文

に
見
え
、
権
記
の
正
暦
四
年
正
月
｝
日
の
条
に
、
行
成
が
祖
母
恵
子
女
王
の
服

中
で
あ
る
こ
と
を
「
故
東
洋
御
釜
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
れ
は
証
さ
れ

る
か
ら
、
貞
保
親
王
一
忠
平
一
師
輔
-
軍
容
-
九
の
君
と
い
う
伝
写
の
系
譜
は

ま
ず
確
認
さ
れ
よ
う
。
，
問
題
は
そ
の
後
で
あ
る
。
拾
芥
抄
に
は
花
山
院
の
伝
領

し
た
こ
と
が
説
か
れ
、
院
が
九
の
君
と
東
院
に
住
ん
で
い
た
こ
と
は
栄
花
物
語

や
斎
院
歌
合
に
記
さ
れ
て
も
お
り
、
花
山
院
の
伝
領
は
今
日
い
さ
さ
か
も
疑
わ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
の
君
は
花
山
院
の
一
時
め
通
い
所
に

す
ぎ
な
い
。
九
の
君
は
長
保
四
年
八
月
一
日
、
為
尊
親
王
の
七
県
営
の
法
事
の
，

 
 
 
 
ゆ

あ
と
東
院
で
尼
と
な
っ
た
こ
と
が
権
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
花
山
院
と
別
れ
た

後
も
東
院
に
住
み
続
け
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
東
院
の
花
山
院
伝
領
な

ど
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
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亡
婦
に
は
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
頃
か
ら
「
詣
東
院
」
「
密
雲
院
」
と
い

う
記
事
が
多
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
い
う
東
榎
訪
問
は
普
通
花
山
院
訪
問
と
解

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
は
疑
問
が
多
い
。
ま
ず
第
一
に
、

 
 
参
二
華
山
院
一
、
詣
二
東
院
一
。
 
（
長
保
元
・
八
・
一
三
）

 
 
参
二
華
山
院
一
、
与
ゴ
中
将
一
叢
二
身
院
一
。
 
（
同
・
八
・
一
八
）

の
よ
う
に
、
花
山
院
訪
問
と
東
院
訪
問
が
一
日
の
内
に
重
出
し
て
い
る
例
が
あ

り
（
他
に
同
年
八
月
八
日
）
、
，
そ
れ
ら
は
花
山
院
訪
問
と
は
解
せ
な
い
。
次
に

 
 
此
間
阿
波
権
守
示
云
、
少
将
一
人
出
家
之
由
云
々
。
未
レ
知
二
誰
人
一
、
是

 
 
則
自
民
弾
正
宮
一
被
・
示
門
下
官
許
一
之
旨
也
者
。
即
詣
二
東
院
一
尋
問
α

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
長
保
二
・
＝
一
・
一
九
）

 
 
入
レ
夜
成
房
中
三
二
来
、
窟
二
弾
正
宮
一
有
レ
召
。
即
同
車
参
二
東
院
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
四
・
一
・
七
）

と
あ
る
場
合
な
ど
、
弾
正
宮
を
訪
う
た
め
の
東
院
訪
問
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
弾
正
宮
訪
問
と
東
院
訪
問
が
同
日
内
に
羅
列
さ
れ
て

い
る
例
は
な
い
。
た
だ
山
個
所
、

 
 
詣
二
弾
正
宮
一
。
詣
二
尚
侍
殿
一
。
今
夜
院
俄
御
目
東
院
一
。
伽
触
臓
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
長
保
三
・
一
一
二
，
一
）

と
あ
る
が
、
東
院
は
邸
宅
名
だ
か
ら
、
東
院
が
弾
正
宮
邸
で
あ
っ
て
も
こ
の
日

の
文
は
お
か
し
く
な
い
。

 
弾
正
宮
が
九
の
君
と
の
結
婚
後
、
九
の
君
と
共
に
東
院
に
住
ん
だ
こ
と
は
疑
，

え
な
い
。
そ
し
て
そ
の
九
の
君
が
か
っ
て
の
恋
人
で
あ
る
以
上
、
花
山
院
が
そ

こ
に
長
期
間
住
む
こ
と
は
し
に
く
か
っ
た
ろ
う
。
栄
花
物
語
に
は
、
院
が
「
東

の
院
の
聖
な
る
所
に
お
は
し
ま
し
所
」
を
造
営
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
れ
が

前
述
の
左
京
図
に
描
か
れ
た
華
山
院
別
納
な
の
で
あ
ろ
う
。
住
む
と
し
て
も
そ

弾
正
宮
為
尊
親
王
伝
考

こ
で
あ
っ
て
、
そ
こ
は
も
う
東
院
で
は
な
い
。
権
記
が
「
詣
（
参
）
転
院
」
と

記
す
時
、
そ
の
訪
問
は
そ
こ
に
住
む
人
に
会
う
た
め
で
あ
り
、
弾
正
当
に
会
う

だ
け
の
た
め
な
ら
、
「
詣
（
参
）
弾
正
宮
」
と
書
く
の
が
普
通
（
八
○
例
以
上

あ
る
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
九
の
君
か
彼
女
と
宮
二
人
か
に
会
う
た
め
の
も
の
で
．

あ
っ
た
。
ま
た
行
成
は
「
高
邑
二
心
院
一
、
奉
レ
謁
二
入
道
申
納
言
こ
 
（
長
保
元

・
・
一
〇
・
一
ご
一
）
の
よ
う
に
東
院
で
し
ば
し
ば
入
道
中
納
言
に
会
っ
て
い
る
。

入
道
中
納
言
と
は
、
花
山
院
の
あ
と
を
追
っ
て
出
家
し
た
義
懐
の
こ
と
で
、
九

の
君
の
兄
で
あ
り
、
行
成
の
叔
父
で
あ
る
か
ら
、
東
南
に
い
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
こ
の
叔
父
に
会
う
た
め
の
皇
院
行
き
も
む
ろ
ん
あ
っ
た
ろ
う
。
行
成
は

伊
罪
の
後
継
者
と
し
て
、
九
の
君
や
為
尊
親
王
の
世
話
を
す
る
立
場
に
あ
り
、

東
回
の
管
理
的
な
面
に
も
関
与
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

 
権
記
に
見
え
る
二
院
は
三
尊
親
王
や
九
の
君
と
か
か
わ
ら
せ
て
読
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。

 
 
三
二
東
経
一
。
返
下
奉
先
日
所
二
塁
給
一
拾
遺
置
上
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
長
保
元
・
＝
一
・
一
四
）

と
い
う
文
も
、
拾
遺
抄
の
成
立
を
論
じ
る
場
合
東
院
を
花
山
院
と
解
す
る
の
が

普
通
だ
が
、
こ
こ
の
み
花
山
院
で
あ
る
わ
け
は
な
い
。
伊
弄
の
九
の
君
と
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。
九
の
君
は
、
東
院
歌
合
で
も
わ
か
る
よ
う
に
歌
才
が
あ
り
、

歌
へ
の
関
心
は
高
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
尊
親
王
の
手
を
わ
ず
ら
わ
し
て
か

い
ち
は
や
く
拾
遣
抄
を
入
手
b
て
い
た
と
見
ち
れ
る
。

四

 
正
暦
四
年
以
後
の
玉
傷
親
王
の
動
静
を
ご
く
簡
単
に
年
を
追
っ
て
記
し
て
お

こ
う
。
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、

、

．
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
、
一
八
歳
。
二
月
二
〇
日
、
道
隆
の
積
善
寺
供
養
。

敦
道
親
王
と
共
に
列
席
（
紀
略
）
。

 
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
、
一
九
歳
。
正
月
五
日
、
叙
位
議
。
右
大
臣
道
兼
、

中
納
言
伊
防
を
召
し
て
「
三
宮
御
蔭
事
」
を
仰
せ
ら
れ
た
（
小
右
記
）
。
四
月

一
一
日
道
隆
亮
ず
。
、

 
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
、
二
〇
歳
。
三
月
二
日
、
東
三
条
院
詮
子
の
法
華
経

五
巻
の
日
に
、
降
道
親
王
と
列
席
（
小
右
記
）
。

 
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
、
二
一
歳
。
五
月
一
五
日
、
道
長
主
催
の
右
近
馬
場

で
の
競
馬
に
六
道
親
王
と
列
席
（
小
右
記
）
。
七
月
三
〇
，
日
、
相
撲
召
合
、
八

月
一
日
、
・
同
御
覧
。
列
席
（
権
記
）
。

 
長
保
元
年
（
九
九
九
）
、
二
三
歳
。
閏
三
月
五
日
、
賭
弓
の
負
態
を
行
う
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
）

御
堂
関
白
記
％
こ
の
日
、
道
長
は
「
弾
正
母
御
消
息
」
に
よ
っ
て
「
参
二
東
院
こ

（
同
）
。
一
二
月
一
日
、
太
皇
太
后
昌
子
、
橘
道
貞
宅
で
崩
ず
。
＝
一
月
五
日

、
行
成
が
訪
い
来
、
橘
忠
範
の
氏
爵
の
こ
と
を
申
し
、
許
さ
れ
る
（
権
記
）
。

 
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
、
二
四
歳
。
正
月
九
日
、
敦
道
親
王
と
共
に
修
正

月
（
御
堂
）
。
四
二
〇
日
、
行
成
が
訪
い
来
、
越
前
橡
紀
兼
輔
が
弾
正
台
忠
を

請
奏
し
た
い
よ
し
と
名
簿
を
奉
り
、
署
名
す
。
行
成
は
そ
れ
噛
前
和
泉
守
道
貞

に
付
し
て
権
中
将
の
許
に
送
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
翌
々
日
の
除
目
で
は
、
．
大

江
忠
孝
が
弾
正
台
奏
に
よ
り
忠
と
な
っ
て
い
る
（
単
記
）
。
二
月
三
日
、
東
宮

の
御
射
に
敦
道
親
王
と
参
る
（
権
記
）
。
二
月
二
五
日
、
道
長
の
女
彰
子
立
后

の
儀
に
算
道
親
王
と
列
席
（
権
記
）
。
＝
一
月
七
日
、
東
三
条
院
の
寝
殿
を
御

所
と
し
て
い
る
東
宮
に
菓
子
を
献
上
（
権
記
）
。

 
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
、
二
五
歳
。
正
月
五
日
、
詮
子
の
修
正
会
に
参
り

僧
に
非
時
、
殿
上
人
に
酒
齪
を
供
し
た
（
権
記
）
。
二
月
二
九
日
、
行
成
の
世
、

尊
寺
供
養
。
颯
論
料
と
し
て
、
「
弾
正
宮
北
政
所
」
か
ら
絹
一
〇
疋
が
重
三
さ

れ
て
い
る
（
権
記
）
。
一
〇
三
九
日
、
詮
子
の
四
十
賀
に
出
席
（
権
記
）
。
こ
の
日

の
撮
記
に
「
今
夜
弾
正
宮
御
二
富
小
路
一
。
去
秋
所
生
小
児
、
二
二
今
日
一
鷺
宮
令
二

養
育
一
給
」
と
あ
る
。
最
初
に
掲
げ
た
権
記
の
略
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
〇
月

に
為
尊
親
王
は
病
層
得
、
死
へ
の
道
を
た
ど
り
は
じ
め
た
。
1

 
正
暦
四
年
の
内
に
為
尊
親
王
と
三
男
の
九
の
君
と
は
結
婚
し
て
い
た
ろ
う
か

ら
、
長
保
三
年
一
〇
月
ま
で
で
も
二
人
の
結
婚
生
活
は
八
年
も
続
い
て
い
た
の

だ
が
、
子
ど
も
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
に
い
う
「
去
秋
所
生
小

児
」
と
は
、
そ
の
年
の
八
月
一
日
に
生
ま
れ
た
男
子
（
権
記
）
で
、
・
宿
曜
勘
文

に
よ
る
と
「
妻
妾
若
有
二
孕
気
一
、
生
二
貴
子
こ
と
い
ヶ
こ
と
で
、
感
悟
少
か
ら

ず
誕
生
の
待
た
れ
た
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
貴
子
と
い
う
こ
と
が
行
成
と
親
王
と

の
間
で
話
題
と
な
り
、
親
王
が
そ
の
子
を
養
育
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
親
王
の
子
で
あ
れ
ば
出
世
す
る
と
い
う
時
代
で
は
も

う
な
か
っ
た
。
行
成
に
し
て
も
、
下
記
長
保
四
年
一
〇
月
一
六
日
の
記
述
に
よ

れ
ば
、
永
延
圧
年
八
月
一
一
日
に
結
婚
し
た
妻
（
左
京
大
夫
源
泰
清
女
）
と
の

間
に
長
保
四
年
一
〇
月
ま
で
に
七
人
の
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
三
人
が
天
亡

し
て
い
た
。
権
記
に
散
見
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
の
記
載
を
総
合
す
る
と
、
長

保
三
年
一
〇
月
現
在
生
存
し
て
い
た
の
は
五
歳
の
男
子
（
長
徳
四
・
一
二
二
二

隼
。
実
経
）
、
四
歳
の
女
子
（
長
保
元
．
一
二
．
二
三
生
）
、
為
尊
親
王
に
託
'

し
た
男
子
、
こ
れ
ら
よ
め
年
長
の
女
子
一
人
で
あ
っ
た
。
親
王
に
託
し
た
男
子

は
行
成
に
と
っ
て
大
切
な
子
で
あ
っ
て
、
こ
の
養
子
問
題
は
、
為
尊
親
王
側
の

強
い
希
望
に
よ
っ
て
成
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
九
の
君
の
希
望
が
お
そ
ら
く
は
よ

り
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
行
成
は
為
尊
親
王
を
表
に
立
て
て
養
子
問
題
を

記
し
て
お
り
、
親
王
も
積
極
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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記
録
に
残
さ
れ
た
片
片
た
る
記
載
か
ら
は
為
尊
親
王
の
生
活
の
す
べ
て
は
わ

か
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の
日
々
が
、
無
為
有
閑
徒
然
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
文
学
に
も
関
心
が
薄
か
っ
た
の
か
、
花
山
院
に
親
し

み
、
和
歌
を
よ
く
し
多
く
歌
書
を
読
ん
で
い
た
ろ
う
妻
と
住
み
な
が
ら
、
悟
道

親
王
の
場
合
と
は
異
り
、
作
文
の
会
も
、
歌
合
も
主
催
し
た
と
い
う
記
録
は
残

さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
'

 
そ
の
よ
う
な
日
々
の
生
活
を
背
景
と
し
て
、

 
 
弾
正
傷
う
ち
は
へ
御
夜
歩
き
の
恐
し
さ
を
、
世
の
人
安
か
ら
ず
あ
い
な
き

 
 
こ
と
な
り
と
、
さ
か
し
ら
に
聞
え
さ
せ
つ
る
。
今
年
は
大
方
い
と
照
し
う

 
 
い
つ
ぞ
や
の
心
地
し
て
、
道
大
路
の
い
み
じ
き
に
、
も
の
ど
も
を
見
過
し

 
 
つ
、
あ
さ
ま
し
か
り
つ
る
御
夜
歩
き
の
し
る
し
に
や
、
い
み
じ
う
わ
づ
ら

 
・
は
せ
給
て
、
う
せ
給
ぬ
。
こ
の
程
は
新
申
納
言
・
和
泉
式
部
な
ど
に
お
ぼ

 
 
し
っ
き
て
、
あ
さ
ま
し
き
ま
で
お
は
し
ま
し
つ
る
御
心
ざ
し
を
、
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
と
り
べ
野
 
P
二
一
二
四
）

と
い
う
栄
花
物
語
の
記
述
は
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
為
尊
親
王
の
ひ
ん
ぱ
ん
な

夜
歩
き
に
つ
い
て
、
相
手
の
名
を
具
体
的
に
示
す
資
料
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
新
中
納
言
と
い
う
人
の
系
譜
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
和
泉
式
部
と
の

恋
愛
に
つ
い
て
も
前
述
の
よ
う
に
疑
問
が
出
て
い
る
。
藤
岡
氏
の
疑
問
は
、
お

お
よ
そ
、
8
和
泉
式
部
集
に
は
為
尊
親
王
と
の
贈
答
歌
は
な
く
、
和
泉
式
部
日

記
以
外
に
二
人
の
関
係
を
伝
え
る
も
の
は
、
誤
伝
か
、
日
記
の
彰
言
下
に
成
り

立
っ
た
も
の
の
み
で
あ
る
。
営
為
尊
親
王
の
病
状
の
経
過
を
た
ど
る
と
、
二
人

の
関
係
の
あ
り
え
た
の
は
長
保
二
年
か
ら
三
年
一
〇
月
に
か
け
て
の
短
い
期
間

で
し
か
な
い
。
そ
の
期
間
に
、
日
記
の
冒
頭
に
か
げ
を
落
す
ほ
ど
の
大
恋
愛
が

あ
り
え
た
か
。
の
二
点
に
か
か
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
氏
の
論
は
そ
う
展

弾
正
宮
為
尊
親
王
伝
考

渇
す
る
。
和
泉
式
部
は
和
泉
式
部
日
記
で
艶
聞
親
王
と
の
過
去
の
恋
を
語
り
、

そ
の
関
係
に
よ
っ
て
親
王
が
最
期
ま
で
世
人
の
批
難
を
受
け
た
こ
と
も
侍
従
乳

母
に
語
ら
せ
て
い
る
。
当
事
者
の
発
言
で
あ
る
か
ら
、
他
資
料
に
見
え
な
く
て

も
信
頼
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
和
泉
の
発
言
を
藤
岡
氏
が
信

じ
え
な
か
っ
た
と
い
う
、
作
品
の
本
質
の
把
握
に
こ
そ
実
は
根
本
的
な
問
題
の

出
発
点
が
あ
る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
e
も
口
も
、
ど
う
と
も
解
釈
で
き
る
。

た
と
え
ば
藤
岡
氏
は
栄
花
物
語
の
記
事
を
日
記
の
影
響
下
に
成
っ
た
と
し
て
信

頼
し
え
な
い
と
さ
れ
る
が
、
栄
花
物
語
正
篇
の
作
者
は
赤
染
衛
門
で
あ
る
と
い

う
説
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
赤
染
は
和
泉
の
生
涯
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ

ず
で
あ
っ
た
。
恋
愛
の
成
立
し
え
た
期
間
の
短
さ
に
し
て
も
、
期
間
の
長
短
と

恋
愛
の
激
し
さ
は
あ
ま
り
相
関
性
が
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
・

 
日
記
の
本
資
論
は
今
は
別
問
題
と
し
て
、
資
料
的
な
面
か
ら
二
人
の
関
係
に

つ
い
て
こ
こ
で
は
三
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
和
泉
式
部

正
倉
の
九
九
～
一
一
二
（
岩
波
文
庫
本
の
歌
番
号
。
本
文
の
引
用
も
同
本
に
よ

る
）
の
歯
群
が
、

 
 
い
つ
れ
の
み
や
に
か
お
は
し
け
む
、
白
河
院
ま
う
も
ろ
と
も
に
お
は
し

 
 
て
、
か
く
か
き
て
い
へ
も
り
に
と
ら
せ
て
お
は
し
ぬ

と
い
う
詞
書
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歌
群
は
、
ご
く
親
し
い
間
・

柄
の
会
話
で
し
か
使
わ
れ
ず
、
幼
児
語
的
な
自
称
代
名
詞
の
「
ま
ろ
」
が
詞
書

に
五
回
も
使
わ
れ
て
い
る
特
異
な
も
の
で
、
女
の
小
式
部
な
ど
に
語
り
か
け

る
調
子
で
和
泉
が
書
い
た
も
の
と
わ
た
く
し
は
考
え
る
が
、
そ
の
前
半
は
同
じ

歌
が
公
任
集
に
も
記
さ
れ
て
い
て
、
帥
宮
が
和
泉
を
伴
っ
て
公
任
の
別
荘
に
花

見
に
行
っ
た
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
レ
て
い
る
。
「
い
つ
れ
の
」
み

や
に
か
お
は
し
け
む
」
と
は
．
、
物
語
的
に
お
ぼ
め
か
し
た
言
い
方
で
あ
る
。
し
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、

か
し
そ
の
言
い
方
は
「
い
つ
れ
の
御
連
に
か
」
と
い
う
源
氏
物
語
桐
通
巻
の
書

き
出
し
と
は
本
質
的
に
異
っ
て
い
よ
う
。
源
氏
の
場
合
は
、
話
者
と
は
関
係
の

な
い
豊
代
も
の
天
皇
の
御
代
が
漠
然
之
想
起
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
一
つ
の
御
代

が
し
ぼ
り
え
な
い
の
だ
が
、
和
泉
式
部
心
証
の
場
合
は
、
白
河
院
に
同
行
し
た

の
だ
か
ら
、
体
験
的
に
知
っ
て
い
る
宮
で
、
話
者
と
か
か
わ
り
の
あ
る
複
数
の

宮
が
想
起
さ
れ
、
そ
の
中
の
い
ず
れ
の
宮
か
を
し
ぼ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
い

つ
れ
の
み
や
に
か
…
…
」
と
語
り
出
す
時
、
帥
宮
で
あ
る
こ
と
を
お
ぼ
め
か
し

た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
和
泉
の
胸
中
に
は
、
瞬
時
で
あ
っ
た
に
し

て
も
、
葺
師
以
外
の
宮
の
思
い
出
が
揺
曳
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

 
次
は
為
尊
親
王
の
女
性
へ
の
関
わ
り
方
で
あ
る
。
親
王
は
常
に
九
の
君
と
共

に
東
院
に
住
ん
で
い
た
。
行
成
が
弾
正
宮
を
訪
れ
た
記
事
は
前
述
の
よ
う
に
権

記
に
は
多
い
が
、
宮
が
留
守
で
会
え
な
か
っ
た
の
は
一
回
し
か
な
い
（
長
保
二

・
二
・
一
〇
）
。
行
成
の
子
を
養
育
し
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
親
王
は

け
っ
し
て
恋
の
た
め
に
九
の
君
と
の
家
庭
ま
で
捨
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
栄
花
物
語
の
夜
歩
き
の
描
写
に
は
誇
張
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
第
三
に
、
栄
花
物
語
や
大
鏡
の
一
こ
と
に
前
者
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
為

尊
親
王
へ
の
、
な
に
が
し
か
の
悪
意
さ
え
こ
め
ら
れ
た
不
評
に
は
、
親
王
が
和

泉
式
部
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
こ
と
へ
の
批
判
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

 
資
料
面
か
ら
い
え
ば
、
為
尊
親
王
と
和
泉
と
の
恋
愛
関
係
は
認
め
る
方
に
分

が
あ
る
だ
ろ
う
。
親
王
が
ど
れ
ほ
ど
純
粋
か
つ
熱
烈
に
愛
し
た
か
は
疑
問
だ

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
女
の
愛
が
純
粋
で
も
熱
烈
で
も
な
か
っ
た
と
い
い
き

れ
ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

 
受
病
の
後
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
六
月
二
二
日
に
二
六
歳
で
嘉
じ
、
七
々

忌
の
法
事
後
九
の
君
が
尼
と
な
る
ま
で
の
経
違
は
権
記
に
詳
し
い
。
病
の
経
過

は
権
記
を
追
っ
て
藤
岡
氏
も
詳
述
さ
れ
、
わ
た
く
し
も
帥
商
量
の
中
で
、
長
保

，
三
年
閏
＝
一
月
二
二
日
に
崩
じ
た
詮
子
へ
の
思
い
な
ど
と
共
に
多
少
詳
し
く
述

 
 
 
（
1
0
）

べ
て
い
る
の
で
今
回
は
省
略
に
従
い
た
い
。

注
1
 
和
泉
式
部
伝
の
修
正
i
為
尊
親
王
を
め
ぐ
っ
て
一
（
文
学
 
昭
5
1
・
1
1
）

 
 
『
和
泉
式
部
集
」
覚
書
l
-
二
尊
親
王
挽
歌
を
探
る
一
（
国
語
と
国
文
学

 
 
昭
5
2
・
6
）

 
2
 
超
子
に
つ
い
て
は
、
森
田
 
臨
海
親
王
と
そ
の
父
母
「
帥
宮
門
道
親
王

 
 
伝
の
基
盤
と
し
て
一
（
文
学
・
語
学
 
七
四
 
昭
4
9
・
1
2
）
参
照
。

 
3
 
森
田
 
敦
道
親
王
の
幼
少
年
時
代
（
平
安
文
学
研
究
 
五
四
 
昭
5
0
・

 
 
1
1
）
参
照
。

 
4
 
森
田
 
師
道
親
王
の
結
婚
（
中
古
文
学
 
一
一
 
昭
4
8
・
5
）

 
5
 
花
山
院
の
生
涯
（
昭
4
3
・
7
桜
楓
社
刊
）

 
6
 
注
5
所
引
書
所
載
の
略
年
表
に
よ
る
。

 
7
 
注
4
に
同
じ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
8
 
大
日
本
史
料
長
保
四
年
六
月
＝
二
日
条
所
引
の
権
記
に
に
は
「
珊
二
」

 
 
と
あ
る
。

 
9
こ
C
の
あ
と
、
「
同
車
参
宮
」
と
あ
る
。
道
長
が
親
王
と
同
車
し
て
東
宮

 
 
，
を
訪
う
た
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
院
を
伊
聖
女
と
す
る
大
日
本
古

 
 
 
記
録
本
の
注
は
採
れ
な
い
。
邸
宅
名
で
あ
る
。

 
1
0
 
森
田
 
血
道
親
王
の
無
常
感
と
宗
教
的
心
情
（
日
本
文
学
研
究
 
一
三

 
 
 
昭
5
2
・
n
 
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）
，
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